
　暑い夏であった．わが国では最高気温が 25℃以上の日を夏日，30℃以上を真夏日，35℃
以上を猛暑日と定めている．夏日には，夏休みの楽しい思いを連想させる響きがある．一
方真夏日は，文字通り真の夏日で暑さの象徴である．しかし，これらも猛暑日が続いてすっ
かり影が薄らいでしまった．今年の暑さを際立たせる特徴は，夜も 30℃以下にならない日
が多く，熱中症による死亡記事も相次ぎ，2007 年には年間で 904 名の死亡報告があるがそ
れをはるかに上回るペースで増えていることであろう．犠牲者は高齢者に多く，しかもほ
とんどが屋内で発見される．原因として猛暑，年齢ゆえに低下した感受性，冷房の風は良
くないとの思いこみが挙げられているが，私には昭和の前半に生まれ育った人々の我慢強
さが裏目に出たと感じられてならない．戦後すぐの焼け跡から忍耐強く新しい時代を作っ
てきた人たちが，その我慢強さゆえに犠牲になったと思うと，痛ましく辛い．
　さて，本誌では 10 年前にも障害者スポーツを特集した．今回の記事と読み比べたが，
その間の発展には驚きを禁じ得ない．今では身体障害者がスポーツを楽しむ環境整備が進
み，身体障害をもつトップアスリートの技量は常識の限界を超える高さにまで向上し，さ
らにはそのパフォーマンスをマスコミが全国放送で紹介して大きな感動を巻き起こすので
ある．そこには日本社会の成熟さえ感じられる．
　ところが，今回特集テーマとして障害者スポーツと理学療法の関わりを発案・企画した
後，しばらくは何か引っかかるものを感じていた．その原因は「理学療法士がその知識を
使って他者と関わるときには医師の処方を必要とする」という古典的なプロとしての制約
と，「プロの仕事にはそれに応じた対価が支払われなければならない」という安っぽい常
識の存在であった．障害者スポーツは各地のスポーツ医科学センターでは相手にされてお
らず，理学療法のみならず選手を支えるスタッフはみなボランティアをベースに関わって
おり，これからもこの状態は続くと思われる．引っかかりというのは，プロ集団を対象と
する小誌にボランティアベースの特集テーマが適当なのかという疑問であった．
　プロボノということばがある．「知識労働者が自分の専門性と時間を提供して公益のため
に無償で仕事を行う社会貢献」と説明され，時間を中心に提供するボランティアとは一線
を画すものである．これからの社会の活性化とそのあり方を考えるうえで，また個人の人
生の豊かさを高めるものとして大いに期待されている．障害者スポーツは理学療法がその
専門性をもって創造的に力を発揮できる領域である．例えばそれが NPO にまで発展すれ
ば，こんなすばらしいことはない．この領域には理学療法士自身の成長のみならず，理学
療法士という職能団体全体の発展と成熟に寄与する大いなる可能性がある．
 （高橋正明）
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